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北九州市告示第４０９号 

  瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号）第５条第１項の

規定による特定施設の設置の許可申請があったので、同条第４項の規定により

その概要を告示し、同条第３項に規定する事前評価に関する事項を記載した書

面を次のとおり公衆の縦覧に供する。 

 なお、当該特定施設の設置に関し利害関係を有する者は、縦覧期間満了の日

までに、北九州市長に、事前評価に関する事項についての意見書を提出するこ

とができる。

  令和４年１０月２５日 

北九州市長 北 橋 健 治

１  申請の概要

（１） 申請者

      北九州市戸畑区飛幡町１番１号 

日本製鉄株式会社 九州製鉄所 

所長 野見山裕治 

（２） 工場又は事業場の所在地及び名称

      北九州市八幡東区大字前田 

日本製鉄株式会社 九州製鉄所八幡地区（八幡） 

 （３） 設置される特定施設に関する事項 

ア 種類、名称及び能力 

種類 

水質汚濁防止法施行令（昭和４

６年政令第１８８号）別表第１

の第６５号に掲げる酸又はアル

カリによる表面処理施設 

水質汚濁防止法施行令別表第

１の第６５号に掲げる酸又は

アルカリによる表面処理施設 

名称 Ｙ－ＡＣ設備 電気清浄施設 
Ｙ－ＡＣ設備 コーティング

施設 

能力 ７００ｔ／月 ７００ｔ／月 

イ 使用時間間隔、１日当たりの使用時間、季節的変動及び施設の設置年

月日 

名称
Ｙ－ＡＣ設備 電気清浄施

設 

Ｙ－ＡＣ設備 コーティン

グ施設 

使用時間間隔 連続 連続
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１日当たりの

使用時間
２４時間 ２４時間

季節的変動 なし なし

設置年月日 許可日以降 許可日以降

ウ 使用時において当該特定施設から排出される汚水等の１日当たりの量及

び汚染状態 

名称
Ｙ－ＡＣ設備 電気清

浄施設 

Ｙ－ＡＣ設備 コーテ

ィング施設 

汚水量

（ｍ３／日）

通常 １，０００ 

最大 １，２２０ 

通常 ３０ 

最大 ３０ 

水素イオン濃度
通常 ８．０ 

最大 １０．０ 

通常 ２．７ 

最大 ２．１ 

化学的酸素要求量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 ３０ 

最大 ３０ 

通常 ９３ 

最大 ３，５２６ 

浮遊物質量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １００ 

最大 １００ 

通常 １２８ 

最大 １，７１８ 

ノルマルヘキサン抽出

物質含有量 

（ｍｇ／ℓ ）

通常 ３０ 

最大 ３０ 

通常 １ 

最大 ４ 

窒素含有量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １．８

最大 １．８

通常 １

最大 ４

燐
りん

含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ―

最大 ― 

通常 ２４８

最大 ４４０ 

亜鉛含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ―

最大 ― 

通常 ７０

最大 ２５０ 

（４） 汚水等の処理施設に関する事項 

汚水の処理施設の名称、使用時における当該汚水処理施設による処理後 

の汚水等の１日当たりの通常の量及び最大の量並びに当該汚水等の汚染状 

態の通常値及び最大の値等 

ア Ｙ－ＡＣアルカリ排水処理設備 

項目 変更前 変更後
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汚水等の量

（ｍ３／日）

通常 １，０３０ 

最大 １，２５０
同左

水素イオン濃度
通常 ７ 

最大 ９ 
同左

化学的酸素要求量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 ２０ 

最大 ３０４ 
同左 

浮遊物質量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 ３０ 

最大 ５４ 
同左 

ノルマルヘキサン抽出物質含

有量（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ２ 

最大 ２ 
同左

窒素含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ２ 

最大 ２ 
同左

燐含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ７．２ 

最大 １０．６ 
同左

溶解性鉄含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １０ 

最大 １０ 
同左

亜鉛含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ２ 

最大 ６．１ 
同左 

イ 珪素弱酸処理場 

項目 変更前 変更後

汚水等の量

（ｍ３／日）

通常 １０，６９０ 

最大 １６，６２０
同左

水素イオン濃度
通常 ８ 

最大 ９ 
同左

化学的酸素要求量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １５ 

最大 １８ 
同左 

浮遊物質量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １５ 

最大 １８ 
同左 

ノルマルヘキサン抽出物質含

有量（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １ 

最大 ２ 
同左
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窒素含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １．５ 

最大 ２ 
同左

燐含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．３ 

最大 ０．６ 
同左

溶解性鉄含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ２ 

最大 ２ 
同左

クロム含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．０２ 

最大 ０．０２ 
同左 

ふっ素及びその化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １０ 

最大 １５ 
同左 

亜鉛含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ― 

最大 ― 

通常 ０．２ 

最大 ０．７ 

（５） 排出水に関する事項 

ア 排水口名 八幡Ｎｏ．１３排水口

イ 排水量及び汚染の状態

項目 変更前 変更後

排出水の量

（ｍ３／日）

通常 ２５，７１０ 

最大 ３５，９１０
同左 

水素イオン濃度
通常 ６．８ 

最大 ８．５ 

通常 ６．８～８．５ 

最大 ６．８～８．５ 

化学的酸素要求量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １０．６ 

最大 １４．９ 
同左 

浮遊物質量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １４．８ 

最大 ３５ 
同左 

窒素含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ６．７ 

最大 ２０．０ 
同左 

燐含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．４ 

最大 １．０ 
同左 

ノルマルヘキサン抽出

物質含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １．０ 

最大 ２．０ 
同左 
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クロム含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．０２ 

最大 ０．０４ 
同左 

ほう素及びその化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ４．０ 

最大 ８．０ 
同左 

ふっ素及びその化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ７．１ 

最大 １４．０ 
同左 

アンモニア、アンモニ

ウム化合物、亜硝酸化

合物及び硝酸化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ６．０ 

最大 ２０．０ 
同左 

溶解性鉄含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １．０ 

最大 ２．０ 
同左 

亜鉛含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ― 

最大 ― 

通常 ０．１ 

最大 ０．２ 

２ 縦覧の期間及び場所 

（１） 期間 

令和４年１０月２５日から同年１１月１５日まで（日曜日、土曜日及び

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を

除く。）の毎日午前８時３０分から午後５時１５分まで

   （２） 場所 

     北九州市小倉北区城内１番１号

    北九州市環境局環境監視部環境監視課

３  意見書の提出要領

  事前評価に関する事項についての意見をできるだけ具体的に記載した文書

を、令和４年１１月１５日までに前項第２号の場所に到着するように提出す

ること。 
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北九州市告示第４１０号 

瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号）第８条第１項の

規定による特定施設の構造等の変更許可申請があったので、同条第３項におい

て準用する同法第５条第４項の規定により、その概要を告示し、同条第３項に

規定する事前評価に関する事項を記載した書面を次のとおり公衆の縦覧に供す

る。 

なお、当該特定施設の構造等の変更に関し利害関係を有する者は、縦覧期間

満了の日までに、北九州市長に、事前評価に関する事項についての意見書を提

出することができる。 

  令和４年１０月２５日 

北九州市長 北 橋 健 治

１  申請の概要

（１） 申請者

      北九州市戸畑区飛幡町１番１号 

日本製鉄株式会社 九州製鉄所 

所長 野見山裕治 

（２） 工場又は事業場の所在地及び名称

      北九州市八幡東区大字前田 

日本製鉄株式会社 九州製鉄所八幡地区（八幡） 

 （３） 変更される特定施設に関する事項 

ア 種類、名称及び能力 

種類 

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８

８号）別表第１の第７４号に掲げる特定事業場

から排水される水の処理施設（以下「第７４号

施設」という。） 

名称 珪素弱酸処理場 

能力 ２８，６００ｍ３／日 

イ 使用時間間隔、１日当たりの使用時間、季節的変動及び施設の設置年

月日 

使用時間間隔 連続使用

１日当たりの使用時間 ２４時間

季節的変動 なし
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使用開始予定年月日 許可日以降

ウ 使用時において当該特定施設から排出される汚水等の１日当たりの量

及び汚染状態 

項目 変更前 変更後

汚水等の量

（ｍ３／日）

通常 １０，６９０ 

最大 １６，６２０
同左

水素イオン濃度
通常 ８ 

最大 ９ 
同左

化学的酸素要求量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １５ 

最大 １８ 
同左 

浮遊物質量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １５ 

最大 １８ 
同左 

窒素含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １．５ 

最大 ２ 
同左

燐
りん

含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．３ 

最大 ０．６ 
同左

ノルマルヘキサン抽出物質含

有量（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １ 

最大 ２ 
同左

クロム含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．０２ 

最大 ０．０２ 
同左 

ふっ素及びその化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １０ 

最大 １５ 
同左 

溶解性鉄含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ２ 

最大 ２ 
同左

亜鉛含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ― 

最大 ― 

通常 ０．２ 

最大 ０．７ 

（４） 汚水等の処理施設に関する事項 

   第７４号施設のため、前記（３）ウの内容と同じ 

（５） 排出水に関する事項 

ア 排水口名 八幡Ｎｏ．１３排水口

イ 排水量及び汚染の状態
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項目 変更前 変更後

排出水の量

（ｍ３／日）

通常 ２５，７１０ 

最大 ３５，９１０
同左 

水素イオン濃度
通常 ６．８ 

最大 ８．５ 

通常 ６．８～８．５ 

最大 ６．８～８．５ 

化学的酸素要求量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １０．６ 

最大 １４．９ 
同左 

浮遊物質量

（ｍｇ／ℓ ）

通常 １４．８ 

最大 ３５ 
同左 

窒素含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ６．７ 

最大 ２０．０ 
同左 

燐含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．４ 

最大 １．０ 
同左 

ノルマルヘキサン抽

出物質含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １．０ 

最大 ２．０ 
同左 

クロム含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ０．０２ 

最大 ０．０４ 
同左 

ほう素及びその化合

物（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ４．０ 

最大 ８．０ 
同左 

ふっ素及びその化合

物（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ７．１ 

最大 １４．０ 
同左 

アンモニア、アンモ

ニウム化合物、亜硝

酸化合物及び硝酸化

合物（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ６．０ 

最大 ２０．０ 
同左 

溶解性鉄含有量

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １．０ 

最大 ２．０ 
同左 

亜鉛含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ― 

最大 ― 

通常 ０．１ 

最大 ０．２ 

２ 縦覧の期間及び場所 

（１） 期間 
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令和４年１０月２５日から同年１１月１５日まで（日曜日、土曜日及び

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を

除く。）の毎日午前８時３０分から午後５時１５分まで

   （２） 場所 

     北九州市小倉北区城内１番１号

    北九州市環境局環境監視部環境監視課

３  意見書の提出要領

  事前評価に関する事項についての意見をできるだけ具体的に記載した文書

を、令和４年１１月１５日までに前項第２号の場所に到着するように提出す

ること。 
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